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3　当院における肺塞栓症の現状と対応について
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新潟大学医歯学総合研究科救命救急医学

分野

新潟大学医学部附属病院集中治療部 *

過去 2 年間の 当院入院患者の 肺塞栓症発症状況

を検討した . 症状 と血液ガス 所見 の み の 疑い例 1 0

例, 画像で確定例 6 例, 画像検査後も非確定 6 例

で あ っ た . 確定例 は術後安静解除時3 例, カ テ
ー

テ ル 血栓関連1 例, 偶然の 発見 2 例で, 全例危険

因子 を認め た . 予防処置 は術中弾性ス トソ キ ン グ

の 1 例で , 抗凝固や血栓溶解治療の 開始時期 は発

症 1 時間以内が 1 例, 他の 5 例 は画像診断後で数

時間から数 日後で あ っ た . 経過は改善 3 例, 進行

3 例, うち 1 例は ウ ロ キナ
ー

ゼ投与後肺出血で 死

亡 . 疑い例は, 半数 で弾性ス トソ キ ング や ヘ パ リ

ン投与で予防 が なされて お り, 症状出現時に は画

像診断前に ヘ パ リ ン を開始されて い る例が多く,

症状は全例で 改善 して い た . 最近当院で導入 され

た
, 入院患者 に対する肺血栓塞栓症予防ガイ ドラ

イ ンで は , 早期診断 に努め, 疑 っ た時点で ヘ パ リ

ンを開始すると して おり, 対応 の 標準化, 治療の

遅れ の 回避 に役立 つ と期待される.

4 　 特発性血気胸の緊急手術 3 例
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2 00 1 年か ら 20 03 年まで の 3 年間に 3 例 の 特発

性血 気胸 の 緊急手術 症例 を経験 した . 3 9 y . o . M

2 9y . o . M 44 y . o . F で あり, い ずれも自然気胸 の既往

歴 は なか っ た . 主訴は胸痛, 呼吸 困難で あ っ た .

入 院時 H b 12 . 0 - 1 4 .4 g / dl で 貧血所 見 を認 め ず,

い ずれ も搬送 入院時に は シ ョ ッ ク 状態 で は なか っ

た
. 術前出血量 は 1 05 0 , 670 , 21 0 m l で緊急手術を

施 行 した . 胸腔 内貯留血腫 ＋血液は 84 5
,
3 5 0 0

,

13 77 g であ っ た . 出血源は, 肺嚢胞と胸壁 の 間に

形成 されて い た射状物内の 細動静脈が気胸発症時

に断裂し, その 自由断端か らであ っ た . 手術内容

は出血点の 止血, 肺嚢胞切除術であり, 手術死亡,

手術合併症 は なく , 入院期間は 7 - 10 日で あ っ た .

【結語】 特発性血気胸 の 手術適応 は, 入院時の 血

液検査所見, 循環動態 に依存せ ず, 胸部単純 レ線

倭, 胸腔穿刺の結果か ら診断確定後, 直ちに緊急

手術の 決断 をすべ きで あり, 胸腔 ド レ
ー ン排液量

を判断基準とすべ きで はない .

5 　当院における農薬中毒患者の現状

三 上 理 ・ 内 藤 万 砂 文

長岡赤十字病院救命救急セ ン タ ー

平成 11 年より平成 1 5 年 1 月まで に当セ ン タ ー

に搬送され入院加療された, 農薬中毒患者の 現状

を報告する . 男性 13 人, 女性 3 人, 計 16 名が 入

院 し, 平均年齢5 8 .1 才 (2 才か ら 8 5 才) で あ っ

た . 服 用された農薬は有機リ ン系 7 例, グ リ ホサ
ー

ト 3 例, パ ラ コ
ー

ト 3 例, グ ル ホ シ ネ
-

ト 1 例 ,

そ の他 2 例で あ っ た . 死亡例は 5 例で , 有機 リ ン

系 2 例, パ ラ コ
ー

ト 2 例, グ ル ホ シ ネ
- ト 1 例で

あ っ た . 人工 呼吸器管理 を要した症例 は計 5 例で ,

うち 3 例 は有機リ ン系で, 有機リ ン系2 例, グ ル

ホ シ ネ -

ト 1 例の 計 3 例 が死亡 した .
パ ラ コ

ー

ト

中毒で は 3 例全例で血液吸着が行われ, うち 2 例

が死亡 した . 基礎疾患 を有 した症例 の うち 4 例 は

精神神経症を有 し, 胃癌, H I V キャ リ ア各 1 例で

あ っ た . 誤飲 の 2 例を除き, すべ て が 自殺企図で

あ っ た . それぞれ の服用量 は様々で あり, 有機リ

ン
,
パ ラ コ

ー

ト中毒者とも適切 な治療により軽快

して い るが
, 服用薬に

一

定の 傾向 はなく, 遅発性

の 農薬で も死亡 して い る こ と か ら, 農薬中毒患者

の 搬送 の 際に は, 服用薬, 服用量, 同時服用物の

存在 などを早く知る こ とが大切で ある .


